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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　８月　２１日　（土）
司会者　橋本　彩花　　　記録　藤原　英佳

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	○
	公休
	病欠
	深夜
	○
	公休
	公休

	本川
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	準夜
	CD留守
	○
	○
	準夜
	公休
	CD留守
	欠勤
	公休

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	荻原

	深夜
	年休
	休憩
	CD留守
	　

公休
	公休
	公休
	A留守
	公休

	小笠原（実）
	大嶋
	盛田
	鈴木
	沼山
	
	
	
	

	○
	準夜
	公休
	公休
	深夜
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・入退院や転出入があった場合、動静の感染欄を確認と修正を忘れないように

　して下さい。

・9/17（金）に、消火器・消火栓を使用した消火訓練、避難道具を使用した避難訓練を
実施するため、各病棟より2～3名スタッフの参加を要請したいと思います。対象は入社2～3年目と今年度リーダー業務に就いたスタッフの予定です。

＜患者様連絡事項＞

・小山　正好様～8/24（火）9:30～　介護認定調査があります。

＜患者様ケア検討＞

・村田　タカ様～転入後、食事量は増量傾向であり拒絶することはありません。

　　　　　　　　本日午前中で排尿2回ありました。食事・水分摂取状況や介助

　　　　　　　　への拒絶的な言動、夜間の睡眠状況について観察・確認して

　　　　　　　　いきましょう。本日御家族面会にきています。現在の本人の

　　　　　　　　様子を見て退院後の在宅介護については難しいとの見解を

　　　　　　　　示し、すぐにはケアマネとの契約は行わず様子を見てから

　　　　　　　　検討したいとの事でした。入院の主訴としての興奮・粗暴的な言動

は改善傾向ですので、在宅介護を優先しながら活用できるサービス

について早めに介入していくようにしましょう。

＜SST評価・検討＞

・Ａユニット～ウォーミングアップでは8月の話題について話し合い、夏の思い出に

ついて話しています。

村舘ミネ様～積極的に発言しています。

山内公博様～拒否は見られませんが、素っ気ない様子が伺えます。

全体的にセッション内容に対し、積極的に発言される方がいる反面、

興味を示さない方もいました。対人交流能力に対し自己評価の高い

方ほどセッションへの参加姿勢（発言）が、消極的になっている事が考え

られます。スタッフ側もSSTの目的を充分理解し、セッションを進める

　　　　　　　必要があると思われます。

・Ｂユニット～拒否される方もいなく全員参加されています。夏の思い出に

　　　　　　　ついて話しています。

　　　　　　　上田正男様～発言もテーマに沿って話す事が出来ています。

田村耕一様～テーマから逸脱した発言多く、修正を要しています。

　　　　　　　一つの話題に対し、参加者自身の話をどう他の参加者へ話題として

　　　　　　　提供し、展開していくかはプレ・ミーティングで確認しておく必要

があると思われます。患者様が話す内容の中にセッション

　　　　　　　を展開していくものがないか把握しながらリーダーはセッションを

　　　　　　　進めていくよう心掛けましょう。

・ＣＤユニット～テーマに「お盆を迎えるにあたってのそれぞれの役割について」

　　　　　　　　をあげています。

　　　　　　　　参加者の殆どが来客の接待をあげていました。

　　　　　　　　併せて、今週の時点での短期目標の自己評価を行っています。

　　　　　　　　全体的に高めの評価でしたが永洞恭子様のみが「50点」と

　　　　　　　　評価しています。

　　　　　　　　リーダーからの投げかけに対し、すぐに反応があり内容も適切で

　　　　　　　　あった為、良好の雰囲気でセッションを進める事ができました。

















































